
東北大学・医学系研究科・非常勤講師

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１１３０１

基盤研究(C)（一般）

2023～2018

がん患者家族における複雑性悲嘆のリスクアセスメント：死別前後の比較検討

Risk assessment of complicated grief in families of cancer patients: A 
comparative study before and after bereavement

２０７２３２０８研究者番号：

佐竹　宣明（Satake, Noriaki）

研究期間：

１８Ｋ０３０８６

年 月 日現在  ６   ６ ２４

円     3,000,000

研究成果の概要（和文）：2019年10月から実際の外来家族教室を施行した。家族教室参加に同意された方々は、
全員が東北大学病院緩和ケア病棟への入棟目的に紹介された患者の配偶者や子供であった。患者家族の有する悩
みや辛さを聞き取りながら、家族が現在感じている不安や気持ちの辛さについて傾聴しつつ、解決につながるア
ドバイスを行った。医師や臨床心理士が専門性を生かし、資料として用意した看取りのパンフレットを用いなが
ら家族の個別の質問に答えることを通して不安の軽減に努めた。家族教室終了時には個々の家族からは気になっ
ていたことが質問できよかった、不安な気持ちが軽くなった等の評価をいただいた。質問紙をお渡しし郵送にて
回収をした。

研究成果の概要（英文）：Actual outpatient family classes were held from October 2019. All those who 
agreed to participate in the classes were spouses or children of patients who had been referred to 
the palliative care ward at Tohoku University Hospital. While listening to the worries and distress 
of the patient's family, we listened carefully to the anxiety and distress the family was currently 
feeling, and offered advice that would lead to a solution. Doctors and clinical psychologists used 
their expertise to answer individual questions from family members using a pamphlet on end-of-life 
care that had been prepared as a resource, and tried to reduce their anxiety. At the end of the 
classes, each family member commented that they were glad they had been able to ask questions that 
had been bothering them, and that their feelings of anxiety had been alleviated. Questionnaires were
 handed out and collected by mail.

研究分野：緩和医療
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研究成果の学術的意義や社会的意義
がん患者家族との対面とその後の調査紙票の解析を主体としたものであり、新型コロナパンデミックの数年間に
わたる流行と時期的に重なることで解析可能な予定数に達する前に研究の停滞を余儀なくされたことは極めて残
念な結果であった。しかしながら、パンデミック中に一般的となったWEBを利用した遠隔診療は緩和医療の患者
診療のみならず家族ケアの部分においても有用と思われ、新たな研究を通して社会貢献を成し遂げていきたい。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
がん、とりわけ進行がんや再発がんに罹患することは、患者はもち
ろんのこと患者家族にとっても大きな精神的苦痛となっている。抗
がん治療には日々進歩を認めるものの、多くの進行・再発がんにおい
てはがんの縮小や延命を目指す治療ステージから症状コントロール
中心の緩和ケアが主体となる時期に移行を余儀なくされ、それに伴
って患者家族の気持ちの辛さもより増すことが避けられない。WHO
による緩和ケアの定義のなかで家族は第 2 の患者と明確に示されて
おり、がん患者の緩和ケアのなかでも家族ケアがより求められてい
る状況にある。 
 
 
２．研究の目的 
 本研究は、がん患者の家族に対して死別前後の心理的問題を包括的
にアセスメントし、それを支援に役立てていくことを目的としてい
る。また、副次的な効果として外来家族教室を通してがん患者家族の
へ、緩和ケア医師、精神科医師、臨床心理師がそれぞれの専門性を生
かした対応を行うことで不安等の精神的問題の軽減につながること
を期待した。 
 
 
３．研究の方法 
 東北大学病院緩和ケア外来を受診したがん患者の家族を対象とし
た心理教育（家族教室）を実施し、そこで研究同意の得られた参加者
に対して複雑性悲嘆のリスク、および精神的健康度のアセスメント
を実施する。その後、対象者にはあわせて郵送法による死別後のフォ
ローアップ調査を実施し、がん患者家族の複雑性悲嘆の発現の有無、
および精神的健康度のアセスメントを実施し、患者との死別前後に
おける家族の心理的状態の比較検討を行うものである。 
緩和医療科医師、精神科医師、臨床心理士が1回約60分の時間内で、
患者家族の有する悩みや辛さを聞き取りながら、家族が現在感じて
いる気持ちの辛さについて傾聴しつつ、解決につながるアドバイス
を行った。そのうえで本研究の趣旨を説明させていただき、協力が得
られた方々に同意をいただいたのち、調査票への記入を依頼した。 
 
 
４．研究成果 
 2019年 7月 23日付で東北大学医学系研究科の倫理審査で承認され
た。家族教室実施に向け、外来担当医師向けの説明会等を行った。ま
た、家族教室の運用、複雑性悲嘆や精神的健康度の評価等、本研究に
必要な情報収集を目的に国内の学会や国際学会に参加し、最新の知
見の獲得を行いつつ多くの研究者との間で有益な情報交換を行った。
2019 年 10 月から実際の外来家族教室を施行した。家族教室参加に同
意された方々は、全員が東北大学病院緩和ケア病棟への入棟目的に
紹介された患者の配偶者や子供であった。緩和医療科医師、精神科医
師、臨床心理士が 1回約 60 分の時間内で、患者家族の有する悩みや
辛さを聞き取りながら、家族が現在感じている不安や気持ちの辛さ
について傾聴しつつ、解決につながるアドバイスを行った。家族の気
持の辛さの理由としては、今後患者の病状変化や予後について見通
しが不良であること、徐々に体調変化していく患者との接し方がわ
からないこと、将来的に入院の申し込みを行った緩和ケア病棟につ
いての質問についてなど、極めて多彩であった。家族教室側の医師や
臨床心理士がそれぞれの専門性を生かし、資料として用意した看取
りのパンフレットを用いながら家族の個別の質問に答えることを通
して不安の軽減に努めた。家族教室終了時には個々の家族からは気
になっていたことが質問できよかった、不安な気持ちが軽くなった
等の評価をいただいた。質問紙をお渡しし郵送にて回収をした。 
しかしながら、2020 年初頭から新型コロナ感染症が全世界的流行を
みせ、大学病院の外来診療においても付き添い家族の来院が原則許



可されない状況となった。本研究の共同研究者や研究助手とは定期
的に対面や WEB での情報交換を継続していたが、学術集会も延期や
WEB 開催となり、多研究者との交流や知見の収集は制限され、本研究
自体は停滞を余儀なくされた。パンデミックの終息に期待し研究期
間の延長を行っていたが、残念ながら研究終了を迎えざるを得なか
った。 
以上の経過で、本研究の成果としては家族教室の施行によるがん患
者の家族ケアの部分的なものにとどまらざるを得なかったものの、
未曽有のパンデミックの経験から医療における対面でのケアや調査
について WEB 等の ICT 利用の安全性や持続可能性の着目でき、今後
の新たな緩和医療の研究に生かしていきたい。 
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